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第４６回大分県少年柔道錬成大会開催要項 

 

平素より，本協会発展のためによせられますご支援・ご協力に対し深く感謝申し上げます。 

さて，本年の標記大会を下記のとおり開催いたしますので，選手・役員の参加・派遣について

格別のご配慮をお願いいたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和７年５月１１日（日）午前 ８時３０分～開場受付 

                    午前 ９時００分～審判監督会議 

午前 ９時３０分～開会式 

                    午前１０時００分～試合開始 

 

２．場  所  クラサス武道スポーツセンター「武道場２・３」（大分県大分市横尾）   

 

３．参加資格  大分県少年柔道協会に加盟のチーム 

 

４．試合方法 

 （１）団体戦 

   ① 低学年の部（１・２・３年）・高学年の部（４・５・６年）とし，下記表のとおり編成

する３人制で，各道場とも低学年・高学年各３チームまでとする。 

   ② 各部ともに１回戦からトーナメント戦を行う。 

   ③ オーダーは，低学年は１年生より，高学年は４年生より各部とも学年順、体重順とし３名

（補員３名以内）でのチーム編成とする。 

   ④ 各学年の出場順としては，１学年下の生徒を出場させることができるが，この場合体重の

重たい選手を上位学年に出場させることとし，下位学年への出場や先鋒に幼児の出場は認

めない。 

   ⑤ オーダー変更は補員との交代は認めるが，その他の変更は認めない。 

   ⑥ 同率引き分けの場合は自由代表１回（ＧＳ戦は行わない）で勝敗を決する。 

低 学 年 の 部  

先 鋒 中 堅 大 将  

 

 

１年生 ２年生 ３年生 

下位学年出場範囲 

１年生 １年生 ２年生  

高 学 年 の 部  

 

 

 

先 鋒 中 堅 大 将 

４年生 ５年生 ６年生 

下位学年出場範囲 

３年生 ４年生 ５年生  

※注１ 補欠については各部とも学年は自由，但し，オーダーは試合方法に準ずる。 

 

 

 



（２）個人戦  

① 九州少年柔道大会（７月 12～13日、開催地：大分市）への出場選手の選考を兼ねてお

り、入賞者等は同大会への出場権を得る。 

② 九州少年柔道大会出場の選考等のため、全階級で準々決勝敗退した選手で５位決定戦

を行う。さらに男子４年生以上の各階級については、九州大会団体戦メンバーの選考

のため、準決勝で敗退した２名で順位決定戦を行う。 

九州大会の団体戦メンバーの選考は、女子の４年生以上も対象とし、女子の各階級１

位の選手は希望すれば、男子選手との選考試合を行う。 

③ 大会当日体重測定を行いませんが，九州大会につながる大会なので，教育的立場から

監督・指導者は正確な体重区分の中で参加申し込みをして下さい。対戦相手からの申

し出で体重測定し、超過していた場合は失格とする。 

④ 対戦相手の体重超過が疑わしい場合は、チーム代表者が審判監督会議前に大会本部へ

申し出ること。審判監督会議後の申し出は受け付けない。 

 

   個人戦の実施階級は次のとおりとする。 

    １年生男女混合の部            ６年生男子軽量級の部  （５０㎏以下） 

    ２年生男女混合の部            ６年生男子重量級の部  （５０㎏超級） 

    ３年生男女混合軽量級の部（３５㎏以下）  ４年生女子軽量級の部  （３５㎏以下） 

    ３年生男女混合重量級の部（３５㎏超級）  ４年生女子重量級の部  （３５㎏超級） 

    ４年生男子軽量級の部  （４０㎏以下）  ５年生女子軽量級の部  （４０㎏以下） 

    ４年生男子重量級の部  （４０㎏超級）  ５年生女子重量級の部  （４０㎏超級） 

    ５年生男子軽量級の部  （４５㎏以下）  ６年生女子軽量級の部  （４５㎏以下） 

    ５年生男子重量級の部  （４５㎏超級）  ６年生女子重量級の部  （４５㎏超級） 

 

５．審判規定  

審判規定は国際柔道審判規定・少年大会特別規定（2025年 4月１日適用分）とする。 

試合時間はすべて「正規の２分」とする。 

判定の基準は，団体戦、個人戦とも「一本、技有り、有効、僅差」とし，僅差は指導２の

差とする。個人戦において，僅差は指導の差２未満の場合は，時間内に僅少の差（判定）

をもって勝敗を決する。（九州少年柔道大会特別ルールである両膝付きは「反則負け」片膝

付き「指導」については適用しないものとする。） 

 

６．表  彰  団体戦  １位から３位までの４チームを表彰する。 

        個人戦  各部とも１位から３位の４名を表彰する。 

 

７．申し込み  申込書は，楷書にてはっきりと記載し，下記まで期日厳守で申し込むこと。         

☆  申込先  ８７９－０６１７ 

   豊後高田市高田 2059-5 

     石元 浩司  ℡090－7986－8201 

メールアドレス isimoto@city.bungotakada.lg.jp 

☆  申込期日  令和７年３月２８日（金）必着 

※注２ 申し込みは文書またはメールとし、ＦＡＸでの申し込みは受け付 

けない。 

    メールで申し込む場合は必ずファイル名を「【道場名】第４６回 

練成大会申込書」とするとともに、メール本文に発信者の連絡先 

（℡番号）を記載して下さい。 

    問い合わせ等については、代表指導者が行うようにして下さい。 

 

 



８．参 加 料   団体戦  １チーム２，０００円   個人戦  １人につき５００円 

           ※注３  参加料は当日受付にて取り扱う。 

申込期日以降、欠場による減額はしない。 

 

９．組合せ抽選  後日、ブロック会議にて行うこととする。 

 

10．審判員等  ①審判員は各チームの監督、コーチ等から選任させていただきますのでご協力を

お願いします。 

        ②監督、コーチ以外に審判員のご協力をいただける方は参加申込書に記載して報

告してください。 

        ③審判員以外にも選手の呼び出し等についても選任させていただきますのでご協

力をお願いします。 

        ④必ず大会終了までご協力をお願いします。 

※注４ 選手・監督・コーチ・審判員・来賓以外の方の試合場への入場はでき 

ない。 

服装については必ず審判服又は審判服に準じた服装とすること。 

          

11．脳震盪について 

        ①大会前１ヵ月以内に脳震盪を受傷した者は，脳神経外科の診察を受け出場の許可を

えること。 

②大会中，脳震盪を受傷した者は，継続して今大会に出場することは不可とする。 

なお，至急，専門医（脳神経外科）の精査を受けること。 

③練習再開に際しては，脳神経外科の診断を受け，許可をえること。 

④当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対し，書面にて事故報告書を提出する

こと。 

              

12．その他   ①大分県少年柔道協会に登録のないチームの参加は認めない。 

        ②選手の参加は必ず保護者の承諾を得ておくこと。 

        ③大会での傷害については，応急処置程度は大会本部で行うが，事後処置につい 

ては参加者各自の責任とする。 

        ④傷害保険には大会本部にて加入するが，各道場にて全柔連登録やスポーツ傷害 

保険等に加入しておくことが望ましい。 

 

 


